
法
燈
国
師
の
母

元
亨
釈
書
・
鷲
峰
開
山
法
燈
円
明
国
師
行
実
年
譜
・
本
朝
高
僧
伝

元
亨
二
（1

3
2

2

年
）、
虎
関
師
錬
著
の
「
元
亨
釈
書
」
巻
第
六
の

「
浄
禅
三
之
一
」
の
「
鷲
峯
覚
覺
心
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

釋
覺
心
。
姓
常
澄
氏
。
信
州
神
林
縣
人
。
母
祈
二

戸
藏
山
佛
一

求
レ

子
。

一
夕
夢
。
佛
以
レ

燈
手
授
。
覺
有
レ

娠
焉
。
少
小
無
二

塵
累
之
操
一

。
年

十
五
投
二

神
宮
寺
一

讀
二

佛
書
一
。
十
九
薙
染
受-

二

具
于
東
大
寺
一

。

「
蔵
」
を
「
か
く
す
」
と
も
訓
む
こ
と
も
で
き
る
の
で
、「
母
祈
二

戸
蔵
山
佛
一

」
と
あ
る
「
戸
蔵
山
」
を
後
世
戸
隠
山
と
解
す
る
こ

と
が
あ
る
。「
年
十
五
投
二

神
宮
寺
一

讀
二

佛
書
一
。
」
と
あ
る
神
宮

寺
の
方
は
、
「
信
州
神
林
縣
人
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
現
在
松
本
市

浅
間
温
泉
に
あ
る
神
宮
寺
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

次
い
で
、
覺
心
の
法
孫
で
あ
る
自
南
聖
薫
に
よ
る
「
鷲
峰
開
山
法

燈
円
明
国
師
行
実
年
譜
」
（1

3
82

？
）
（
続
群
書
類
從
二
二
七
巻



九
上
）
で
は
「
戸
蔵
」
に
代
わ
っ
て
「
戸
隠
」
の
表
記
が
現
れ
る
。

師
諱
覺
心
。
號
心
地
。
信
州
近
部
縣
。
又
曰
神
林
縣
人
。
姓
恒
氏
。
叉

曰
常
澄
氏
。
母
氏
氏
族
失
記

。
無
子
。
祈
求
戸
隠
觀
音
靈
像
。
一
夕
夢
感
。

大
士
親
手
然
燈
以
授
。
覺
而
有
姙
。

こ
の
文
書
で
は
「
戸
蔵
」
は
「
戸
隠
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
こ
と
の
結
果
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
の
戸
隠
神
社
奧
社
に
は
、「
法

燈
国
師
母
公
祈
願
観
音
堂
跡
」
な
る
史
跡
も
あ
る
。

た
だ
し
、
戸
隠
山
顕
光
寺
五
十
五
代
の
別
当
で
あ
る
乗
因
は
「
戸

隠
山
大
権
現
縁
起
」
で
顯
光
寺
の
末
寺
で
あ
る
筑
摩
郡
仁
熊
村
の

富
蔵

と

く

ら

山
岩
殿
寺
を
戸
蔵
山
と
解
し
て
い
る
。
乗
因
の
理
解
に
よ
れ

ば
法
燈
国
師
は
戸
隠
の
末
寺
と
関
係
が
あ
っ
て
も
本
寺
と
は
関

係
が
な
い
こ
と
に
な
る
。

少
な
く
と
も
女
人
禁
制
の
戸
隠
奧
院
に
母
公
が
参
詣
す
る
の
は

無
理
で
あ
る
。
た
だ
し
、
参
詣
し
た
の
で
は
な
く
、
「
鷲
峰
開
山

法
燈
円
明
国
師
行
実
年
譜
」
に
い
う
よ
う
に
観
音
の
霊
像
に
祈
っ

た
の
で
あ
れ
ば
参
詣
し
て
女
人
禁
制
を
破
る
の
で
は
な
い
か
ら



辻
褄
は
あ
う
。

な
お
、
永
正
十
四
（1

5
1
7

年
）
の
奧
書
を
持
つ
「
紀
州
由
良
鷲

峯
山
法
燈
円
明
国
師
之
縁
起
」
（
和
歌
山
県
史

中
世
史
料
二
所

収
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

爰
有
一
人
老
師
、
諱
覚
心
、
号
心
地
、
信
州
神
林
県
人
也
、
父
常
澄
氏
、

然
母
祈
子
於
戸
隠
観
音
、
一
夕
夢
大
士
手
自
燃
以
授
、
覚
而
有
姙
矣
、

譬
如
仏
母
摩
耶
夫
人
、
夢
懐
白
象
誕
生
釈
尊
焉
、
人
王
八
十
三
代
土
御

門
院
御
宇
承
元
〻
年
丁
夘
誕
生
、
及
生
英
気
逼
人
、
稍
長
身
意
離
俗
矣
、

十
五
歳
就
于
戸
隠
神
宮
院
主
習
読
、
頗
諳
仏
経
儒
書
大
意
、

こ
こ
に
「
戸
隠
神
宮
院
主
」
と
あ
る
が
、
「
元
亨
釈
書
」
の
戸
蔵

山
が
戸
隠
山
と
な
り
、
さ
ら
に
神
宮
寺
が
合
体
し
た
結
果
で
あ
っ

て
、
法
燈
国
師
が
戸
隠
山
で
学
ん
だ
訳
で
は
な
い
。

ま
た
、
元
禄
十
五
（1

7
0
2

年
）
成
立
の
卍
元
師
蛮
著
「
本
朝
高

僧
伝
」
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

紀
州
鷲
峰
山
興
国
寺
沙
門
覺
心
傳
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